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１．研究計画の概要 
 本研究では、患者がチューブ類の自己抜去
を起こす危険度を事前に評価し、適切な対応
の選択を可能とする「自己抜去リスク・アセ
スメントシート」を、エビデンスに基づいて
統計的な手法を用いて開発し、その有効性を
検証することを目的とする。 
 患者によるチューブ類の自己抜去に関す
る研究で先行する欧米の文献を中心とした
文献調査等により試作された自己抜去リス
ク・アセスメントシートを、東邦大学医療セ
ンター大森病院（以下「当院」）で試験運用
し、その問題点を修正する。さらに、当院で
収集されたデータを統計処理することによ
り、各リスクファクターの重要度を評価した
うえで、リスクファクターの取捨選択を行い、
アセスメントシートを改良する。 
 
２．研究の進捗状況 
 平成１９年度は、主に PubMed と医中誌を
中心とした文献調査を行った。文献調査では、
主に患者安全管理やエビデンス（実証デー
タ）の収集で先行する欧米の研究成果をとり
まとめ、チューブ類の自己抜去にかかわる情
報を収集し、そのリスクファクターを洗い出
す作業を行った。その過程において、自己抜
去や事故抜去に係る各種のリスクファクタ
ーが列挙されたほか、リスクファクターはチ
ューブの種類によって異なることや、各種チ
ューブの自己抜去の発生率等の情報が得ら
れた。文献調査で得られた情報から「自己抜
去リスク・アセスメントシート」の試案を作
成するにあたり、アセスメント対象のチュー
ブの種類を絞り込む必要があることが分か
った。 

 平成 20 年度は、当院において、平成 19 年
度の文献調査により明らかにした自己抜去
のリスクファクターにもとづいて情報収集
用の調査票を試作し、その調査票を使用して
各種チューブを装着している患者の状態に
ついて情報収集を行った。平成 20 年 8 月か
ら平成 21 年 1 月まで情報収集を行ったが、
自己抜去を起こした患者の情報が十分に収
集できなかったため、情報収集期間を平成 21
年 3 月まで延長し、情報収集に努めた。 
 平成 21 年度は、平成 20 年度に得られたデ
ータについて統計的検討を行い、自己抜去リ
スクアセスメントシートの試作をしたが、感
度・特異度に改善の余地があることが判明し
た。チューブの種類により各評価項目の重み
が異なるため、感度・特異度を高めるために
は、チューブの種類に応じた自己抜去リスク
アセスメントシートの開発が必要であると
考えられた。そこで、調査対象を中心静脈カ
テーテル（CVC）に絞り、改めて平成 22 年
1 月から 4 月までの予定で一部のデータを収
集しなおした。 
 
３．現在までの達成度 
 当初の予定通りには進展していないが、逐
次研究上の課題の解決に取り組んでいる。 
（理由） 
 上述した通り、自己抜去リスクアセスメン
トツールを試作したが、その感度・特異度に
改善の余地があったため、評価対象のチュー
ブをさらに絞り込み、改めて一部のデータを
収集しなおす等の対応が必要になった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 自己抜去のリスクアセスメントの対象を



中心静脈カテーテル（CVC）に絞り込み、CVC
の挿入理由やインフォームドコンセントの
有無、挿入時の合併症の有無等のデータを収
集しなおす。過去の収集データについては、
診療記録を参照し、上記のデータを補完する。
その後、再度分析し直し、「CVC の自己抜去リ
スクアセスメントシート」を作成する。また、
そのシートの感度・特異度を算出し、臨床現
場で活用可能か評価する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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